
　

俳
優
の
榎
木
孝
明
さ
ん
は
、
食
べ
物
を
と
ら
ず

生
活
す
る
と
い
う

３０
日
間
の
「
不
食
」
生
活
を
実

践
し
、
大
き
な
話
題
を
呼
ん
だ
。

　

水
や
日
本
茶
、
コ
ー
ヒ
ー
で
水
分
を
と
り
、
糖

分
や
塩
分
は
飴
で
補
給
す
る
だ
け
で
、
食
べ
物
は

口
に
し
な
い
生
活
を

３０
日
続
け
た
。
健
康
チ
ェ
ッ

ク
の
た
め
に
病
院
で
寝
泊
ま
り
し
て
い
た
が
、
ド

ラ
マ
や
取
材
ロ
ケ
の
仕
事
を
し
な
が
ら
普
段
通
り

の
生
活
を
送
っ
て
い
た
。
不
食
中
も
古
武
術
の

稽
古
も
休
ま
な
か
っ
た
。
と
き
ど
き
家
に
帰
っ
て
、

自
分
は
食
べ
な
い
の
に
、
家
族
の
食
事
も
作
っ
た
。

「
ボ
ク
は
、
家
族
の
了
解
を
得
ず
に
一
人
で
突
っ

張
っ
て
し
ま
う
と
こ
ろ
が
あ
る
の
で
、
妻
は
そ
こ

に
不
満
が
あ
る
よ
う
で
す
。
だ
か
ら
妻
の
ご
機
嫌

伺
い
も
兼
ね
て
…
（
笑
）」　

　
宇
宙
か
ら
考
え
る

　

１
９
５
６
年
、
鹿
児
島
県
生
ま
れ
。
劇
団
四
季

に
入
団
し
、「
オ
ン
デ
ィ
ー
ヌ
」
で
初
主
演
を
果

た
し
た
。
退
団
後
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
朝
の
連
続
テ
レ
ビ
小

説
「
ロ
マ
ン
ス
」、
フ
ジ
テ
レ
ビ
系
「
浅
見
光
彦

シ
リ
ー
ズ
」、
映
画
「
天
と
地
と
」「
半
次
郎
」
な

ど
数
多
く
の
作
品
で
主
演
を
務
め
て
い
る
。

　

長
年
、
水
彩
画
を
趣
味
と
し
、
毎
年
個
展
を
開

催
し
て
い
る
。

２０
代
か
ら「
薩
摩
示
現
流
」を
学
び
、

殺
陣
を
習
得
し
、
古
武
術
も
学
び
教
え
て
い
る
。

　

精
神
世
界
の
こ
と
に
興
味

を
も
っ
た
の
は
、

２０
歳
く
ら

い
の
と
き
。
毎
日
の
よ
う
に

通
っ
て
い
た
神
田
の
古
本
屋

街
で
精
神
世
界
の
本
に
出

合
っ
た
の
が
き
っ
か
け
だ
。

　

２０
代
か
ら
行
き
始
め
た
内

観
の
た
め
の
一
人
旅
も
大
き

か
っ
た
。
ポ
ー
タ
ー
や
ガ
イ
ド
も
つ
け
ず
、
一
人

で
ヒ
マ
ラ
ヤ
に
行
っ
た
。
イ
ン
ド
に
行
っ
た
と
き

は
、
も
の
す
ご
い
カ
ル
チ
ャ
ー
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け

た
。「
最
初
の
頃
は
逃
避
行
的
な
旅
で
し
た
。
日

本
で
の
安
穏
と
し
た
生
活
が
嫌
で
、
自
分
の
中
か

ら
ふ
つ
ふ
つ
と
湧
き
上
が
っ
て
く
る
も
の
を
鎮
め

る
た
め
の
旅
だ
っ
た
」

　

３０
代
半
ば
に
ガ
ン
ジ
ス
川
の
ほ
と
り
で
絵
を
描

い
て
い
た
と
き
、
突
然
、
気
づ
き
が
あ
っ
た
。
そ

れ
ま
で
は
イ
ン
ド
に
行
け
ば
救
わ
れ
る
と
か
、
自

分
の
勝
手
な
思
い
込
み
が
あ
っ
た
が
、
イ
ン
ド
に

通
い
つ
め
な
く
て
も
自
分
は
自
分
だ
と
思
え
た
瞬

間
が
あ
っ
た
。

　
「
以
来
、
自
分
の
絵
も
変
わ
り
ま
し
た
ね
。
東

京
の
絵
は
ま
っ
た
く
描
け
な
か
っ
た
の
に
、
や
た

ら
都
会
の
絵
を
描
き
た
く
な
っ
た
ん
で
す
。

１８
歳

で
鹿
児
島
か
ら
上
京
し
、
東
京
と
い
う
街
は
無
味

乾
燥
で
心
が
安
ら
ぐ
場
所
で
は
な
い
と
思
い
込
ん

で
い
ま
し
た
が
、
宇
宙
か
ら
東
京
の
街
を
見
た
ら
、

人
間
が
頑
張
っ
て
作
っ
た
自
然
の
一
部
な
ん
だ
と

思
え
た
。
す
る
と
ビ
ル
群
も
す
ご
く
か
わ
い
ら
し

く
見
え
て
き
た
ん
で
す
」

　

改
め
て
不
食
の
話
。
そ
も
そ
も
、
な
ぜ
不
食
を

し
よ
う
と
思
っ
た
の
か
聞
い
て
み
た
。「
私
た
ち

は
常
識
の
枠
の
中
で
生
き
て
い
ま
す
が
、
人
間
が

本
来
も
っ
て
い
る
能
力
の
限
界
を
、
身
を
も
っ
て

検
証
し
て
み
た
い
と
思
っ
た
ん
で
す
。
自
分
が
新

た
な
常
識
を
作
る
く
ら
い
の
気
概
が
あ
れ
ば
、
人

生
を
よ
り
広
く
深
く
楽
し
め
る
と
思
っ
た
ん
で

す
」

　
「
人
間
の
意
識
次
第
で
、
自
分
の
肉
体
は
い
か

よ
う
に
で
も
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
出
来
、
肉
体
と
精
神

は
作
用
し
あ
う
と
思
い
ま
す
。
現
代
人
は
三
食
の

食
事
を
と
る
の
が
当
た
り
前
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、

食
べ
な
く
て
も
生
き
て
い
け
る
と
思
い
ま
す
。
決

し
て
食
べ
な
い
こ
と
を
推
奨
し
て
い
る
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
よ
。
た
だ
、
災
害
が
起
き
て
ど
こ
か

に
閉
じ
込
め
ら
れ
た
と
き
な
ど
、
よ
く

７２
時
間
が

生
存
の
限
界
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
を
越

え
ら
れ
る
可
能
性
は
あ
る
と
思
い
ま
す
。
榎
木
は

３０
日
間
食
べ
な
く
て
も
生
き
て
い
た
と
思
い
出
し

て
く
れ
た
ら
、
違
う
作
用
が
働
く
か
も
し
れ
ま
せ

ん
」　　

　

平
常
心
が
世
界
平
和
を
叶
え
る

　

榎
木
さ
ん
は
、
来
年
は
還
暦
を
迎
え
る
。「
時

代
の
空
気
を
見
な
が
ら
、
い
ろ
い
ろ
や
っ
て
い
く

つ
も
り
で
す
。
昔
、
芸
名
の
字
画
を
相
談
し
た
人

に
、
大
器
晩
成
型
。
還
暦
を
過
ぎ
て
か
ら
花
開
く

と
い
わ
れ
た
言
葉
が
ず
っ
と
心
の
中
に
あ
っ
て
、

い
よ
い
よ
本
領
を
発
揮
で
き
る
か
な
と
（
笑
）」。

　

一
言
で
い
う
な
ら
、
世
界
を
平
和
に
す
る
こ
と

に
力
を
注
ぎ
た
い
。
伊
勢
谷
友
介
さ
ん
や
矢
作
直

樹
さ
ん
も
、「
世
界
平
和
の
た
め
に
」
活
動
し
た

い
と
明
言
し
て
い
た
。
志
あ
る
人
は
、
同
じ
こ
と

を
想
う
よ
う
だ
。
世
の
中
の
ベ
ク
ト
ル
も
、
そ
の

方
向
に
向
い
て
い
く
と
い
い
。

　
「
例
え
ば
私
た
ち
は
普
段
、
西
側
諸
国
の
情
報

だ
け
で
い
ろ
い
ろ
判
断
し
が
ち
で
す
が
、
そ
れ
以

外
の
国
の
意
見
に
も
耳
を
傾
け
る
必
要
が
あ
る
と

思
い
ま
す
。
自
分
の
感
性
で
考
え
て
み
る
と
、も
っ

と
違
う
見
方
が
で
て
く
る
。
い
ま
は
報
復
に
つ
ぐ

報
復
に
よ
り
、
負
の
連
鎖
が
ず
っ
と
続
い
て
い
ま

す
。
そ
れ
を
断
ち
切
る
に
は
、
一
人
ひ
と
り
の
意

識
を
高
め
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
宇
宙
レ
ベ
ル
で

考
え
た
ら
、
国
同
士
が
欲
望
の
延
長
で
行
っ
て
い

る
戦
争
や
領
土
問
題
な
ど
、
ば
か
ば
か
し
く
て
意

味
が
な
い
と
思
え
て
く
る
は
ず
で
す
」。
榎
木
さ

ん
は
、
常
識
に
と
ら
わ
れ
ず
、
宇
宙
次
元
の
見
方

で
平
和
意
識
を
高
め
て
い
く
こ
と
を
考
え
て
い
る
。

　

榎
木
さ
ん
は
、
ブ
ロ
グ
に
「
い
つ
い
か
な
る
と

き
も
、
平
常
心
を
保
て
る
日
本
人
。
地
球
を
一
つ

に
で
き
る
和
の
心
が
日
本
人
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
に
は
あ
る
。

同
じ
地
球
人
と
し
て
の
目
覚
め
こ
そ
が
、
真
の
平

和
に
は
必
要
だ
」
と
書
い
て
い
る
。

　

彼
が
取
り
組
ん
で
い
る
「
時
代
劇
再
生
運
動
」

も
、
日
本
人
の
美
意
識
や
礼
節
を
呼
び
覚
ま
し
た

い
と
思
っ
て
始
め
た
。
時
代
劇
だ
け
に
限
っ
た
も

の
で
は
な
く
、
日
本
人
が
忘
れ
か
け
て
い
る
本
来

の
精
神
を
取
り
戻
す
た
め
の
運
動
だ
。
地
域
再
生

や
文
化
の
継
承
に
つ
な
が
る
具
体
的
な
構
想
も
あ

る
の
で
、
国
や
行
政
、
各
界
の
方
た
ち
に
も
働
き

か
け
て
い
る
。
い
ろ
い
ろ
な
場
で
発
信
し
続
け
て

い
る
う
ち
に
、
そ
の
積
み
重
ね
が
実
を
結
ん
で
い

く
に
ち
が
い
な
い
。

　

榎
木
さ
ん
に
、
久
し
ぶ
り
に
お
目
に
か
か
っ
た

が
、
以
前
に
も
増
し
て
、
力
み
が
消
え
、
志
は
さ

ら
に
高
く
と
い
う
印
象
だ
っ
た
。
榎
木
さ
ん
は
、

常
識
に
と
ら
わ
れ
す
ぎ
る
と
、
人
間
が
本
来
持
っ

て
い
る
能
力
を
限
定
し
て
し
ま
う
と
思
っ
て
い
る
。

世
界
を
救
う
精
神
文
化
が
、
日
本
人
の
中
に
あ
る

は
ず
と
い
う
信
念
が
あ
る
。
ま
だ
ま
だ
常
識
と
や

ら
に
縛
ら
れ
て
い
る
ボ
ク
な
ど
は
、
足
元
に
も
及

ば
な
い
。
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好評
発売中

■
イ
ネ
・
セ
イ
ミ
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

フ
ル
ー
ト
奏
者
と
し
て
活
躍
中
。

俳
画
家
。

絵
画
を
幼
少
よ
り
日
展
画
家
の

（
故
）
川
村
行
雄
氏
に
師
事
。

俳
画
を
華
道
彩
生
会
家
元

（
故
）
村
松
一
平
氏
に
師
事
。

俳
画
の
描
法
を
も
と
に
、少

女
、猫
等
を
独
自
の
や
さ
し

い
タ
ッ
チ
で
描
い
て
い
る
。

個
展
多
数
。

俳
画
教
室
開
講
中

と
こ
ろ　

常
滑
屋

と　

き　

俳
画
教
室 

月
二
回　

午
後
一
時
〜
三
時

会　

費　

一
回　

二
、二
五
〇
円（
三
ヶ
月
分
前
納
制
）

問
合
せ　

☎
〇
五
六
九（
三
五
）〇
四
七
〇

イ
ン
デ
ィ
ア
ン

フ
ル
ー
ト
教
室

開
講
し
て
い
ま
す
。

誰
で
も
簡
単
に
音
が
出

せ
る
楽
器
で
す
。

あ
な
た
も
今
日
か
ら

ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン。

入
会
受
付
中
�

講師  イネ・セイミ
《日本インディアンフルートサークル協会ディレクター》

1レッスン・30分3,500円　会場・半田市桐ヶ丘

何
か
始
め
た
い
と

思
っ
て
い
る
貴
女
へ
。

数
年
後
、素
敵
に

フ
ル
ー
ト
を
奏
で
る
姿
が

そ
こ
に
あ
り
ま
す
。

楽
し
く
個
人
レ
ッ
ス
ン

致
し
ま
す
♪

申込み
お問合せ

0569-89-7127
seimiine@oasis.ocn.ne.jp

村
上
信
夫

■村上信夫プロフィ−ル
2001年から11年に渡り、『ラジオビタ
ミン』や『鎌田實いのちの対話』など、
NHKラジオの「声」として活躍。
現在は、全国を回り「嬉しい言葉の種
まき」をしながら、文化放送『日曜はが
んばらない』（毎週日曜10:00〜）、月
刊『清流』連載対談〜ときめきトーク
などで、新たな境地を開いている。各
地で『ことば磨き塾』主宰。
1953年、京都生まれ。
元NHKエグゼクティブアナウンサー。
これまで、『おはよう日本』『ニュース7』
『育児カレンダー』などを担当。
著書に『嬉しいことばの種まき』『こと
ばのビタミン』（近代文藝社）『ラジオ
が好き!』（海竜社）など。趣味、将棋
（二段）。
http://murakaminobuo.com
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常
識
に
縛
ら
れ
な
い

　
　
　
　     

～
俳
優
　
榎  

木  

孝  

明 

さ
ん 

〜

撮影・鶴崎　燃

俳画／イネ・セイミ
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（
5
ペ
ー
ジ
へ
続
く
）

◎
常
滑
市
民
文
化
会
館

▼
常
滑
市
高
齢
者
生
き
が
い
活
動
発
表

会
・
十
日
㈯
開
場　

午
前
九
時
十
分　

開
演　

同
九
時
半（
～
午
後
四
時
）　

入

場
無
料　

問
合
せ　

常
滑
市
社
会
福
祉

協
議
会
☎
43
─
０
６
６
０（
山
下
）

▼
第
９
回
全
知
多
ハ
ー
モ
ニ
カ
演
奏

会
・
十
一
日
㈰
開
場　

正
午　

開
演

　

午
後
０
時
半（
～
同
四
時
二
十
分
）

　

入
場
無
料　

問
合
せ　

全
知
多
ハ
ー

モ
ニ
カ
演
奏
会
実
行
委
員
会
☎
43
─

０
８
８
８（
堀
田
）

▼
文
化
振
興
事
業　

邦
楽
の
つ
ど
い
・

十
八
日
㈰
開
場　

午
前
十
一
時
半　

開

演　

正
午（
～
午
後
四
時
）入
場
無
料　

問
合
せ　

常
滑
市
文
化
協
会
事
務
局
☎

35
─
２
９
２
０

▼
文
化
振
興
事
業　

第
32
回
文
協
映
画

祭「
超
高
速
！
参
勤
交
代
」・
二
十
四
日

㈯
1
回
目　

開
場　

午
後
一
時
十
分　

上
映　

同
二
時（
～
同
四
時
）　

２
回
目

　

開
場　

午
後
五
時
十
分　

上
映　

同

六
時（
～
同
八
時
）　

ウ
ェ
ル
カ
ム
コ
ン

サ
ー
ト
①
午
後
一
時
〜　

②
午
後
五
時

〜　

入
場
無
料　

問
合
せ　

常
滑
市
文

化
協
会
事
務
局
☎
35
─
２
９
２
０

▼
安
全
運
転
管
理
者
法
定
講
習
・

二
十
八
日
㈬
開
場　

午
前
九
時
半　

開

演　

同
十
時（
～
午
後
四
時
半
）　

関
係

者
の
み　

問
合
せ　

常
滑
安
全
運
転
管

理
協
議
会（
事
務
局　

常
滑
警
察
署
交

通
課
）☎
35
─
０
１
１
０

▼
第
30
回　

中
央
公
民
館
ま
つ
り
・

三
十
一
日
㈯
～
十
一
月
一
日
㈰
午
前
十

時
～
午
後
三
時　

入
場
無
料　

問
合

せ　

常
滑
市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
ス

ポ
ー
ツ
課
☎
44
─
４
６
０
０

◎
常
滑
市
立
図
書
館

▼
長
楽
印
会
作
品
展（
篆
書
、篆
刻
）･

～
七
日
㈬

▼
中
日
写
真
協
会
常
滑
支
部
展（
写

真
）・
八
日
㈭
～
十
六
日
㈮

▼
青
松
会
日
本
画
展（
日
本
画
）・
十
七

日
㈯
～
二
十
八
日
㈬

▼
青
墨
会
展（
水
墨
画
）・
二
十
九
日
㈭

～
十
一
月
八
日
㈰

◎
と
こ
な
め
陶
の
森

▼
資
料
館
企
画
展「
生
涯
一
陶
工

｜

沢

田
重
治

｜

」展
・
〜
四
日
㈰

▼
陶
芸
研
究
所
展
示
室　

中
世
か
ら
現

代
の
常
滑
焼
・
〜
四
日
㈰

▼
常
滑
陶
芸
作
家
協
会
展
・
十
日
㈯
～

十
一
月
三
日（
火
・
祝
）

◎
常
滑
市
体
育
館

▼
常
滑
市
民
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会
・
四

日
㈰

▼
市
民
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ア
・
十
一
日
㈰

▼
愛
知
県
小
学
生
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大

会
・
十
七
日
㈯

▼
常
滑
市
秋
季
市
民
卓
球
大
会
・
十
八

日
㈰

▼
常
滑
市
ジ
ュ
ニ
ア
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

オ
ー
タ
ム
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
・
二
十
四
日

㈯
、二
十
五
日
㈰

◎
青
海
公
民
館

▼
親
子
体
験
教
室
〜
蕎
麦
猪
口
作
り
と

蕎
麦
打
ち
体
験
〜
・
①
蕎
麦
猪
口
作
り

　

二
十
五
日
㈰　

午
前
十
時
〜
正
午　

内
容　

粘
土
で
染
付
の「
マ
イ
蕎
麦
猪

口
」を
作
り
ま
す　

場
所　

青
海
公
民

館
美
術
工
芸
室（
１
階
）

◎
知
多
市
こ
ど
も
未
来
館

▼
創
作
工
作「
ト
ン
×
ト
ン
」・
一
日
㈭

～
三
十
一
日
㈯
の
午
前
九
時
～
午
後
四

時
半　

内
容　

木
片
が
板
に
あ
た
る
音

を
使
っ
て
ド
ア
ノ
ッ
ク
を
作
り
ま
す　

材

料
費　

一
個
百
円

▼
季
節
工
作「
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
①
か
ざ
り
②

ぼ
う
し
③
マ
ン
ト
④
バ
ッ
グ
」・
一
日
㈭

～
三
十
一
日
㈯
の
午
前
九
時
～
午
後
四

時
半　

内
容　

身
近
な
材
料
を
使
っ
て

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
を
楽
し
む
変
身
グ
ッ
ズ
や

飾
り
を
作
り
ま
す　

材
料
費　

一
個

百
二
十
円　

　

田
村
孟も
う

と
い
う
シ
ナ
リ
オ

作
家
が
い
た
こ
と
を
知
っ
て
い

ま
す
か
。

　

大
島
渚
と
い
う
映
画
監
督

は
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
田

村
孟
は
、
そ
の
大
島
渚
と
常

に
行
動
を
共
に
し
た
誠
実
な

シ
ナ
リ
オ
ラ
イ
タ
ー
で
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
、
田
村
孟
の
こ
と

を
中
心
に
し
て
、
あ
れ
こ
れ
書

い
て
い
き
ま
す
。

⑴
新
藤
兼
人
の『
愛
妻
物
語
』

　

映
画
監
督
の
新
藤
兼か
ね

人と

は
、『
愛
妻
物
語
』
か
ら
『
一

枚
の
ハ
ガ
キ
』
ま
で
の
49
本

の
映
画
を
遺
し
て
、
３
年
前

（
２
０
１
２
）
の
５
月
29
日
に

老
衰
の
た
め
に
亡
く
な
り
ま

し
た
。
１
０
０
歳
で
し
た
。
蛇

足
で
す
が
、
私
の
母
は
、
６
年

前
の
５
月
30
日
に
、
同
じ
く

１
０
０
歳
で
死
に
ま
し
た
。

　

私
は
、
昭
和
29
年
、
中
学

３
年
生
の
時
に
黒
沢
明
監
督

の
『
七
人
の
侍
』
を
見
て
、
将

来
は
映
画
監
督
に
な
り
た
い

と
真
剣
に
思
う
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　

当
時
は
、
日
本
映
画
の
黄

金
時
代
で
、
溝
口
健
二
、
小
津

安
二
郎
、
黒
沢
明
、
木
下
恵
介
、

市
川
崑
、
成
瀬
巳
喜
男
、
今
井

正
、
山
本
薩
夫
な
ど
が
活
躍

し
て
い
ま
し
た
。
黒
沢
明
の
映

画
は
別
格
と
し
て
、
私
は
新
藤

兼
人
の
映
画
も
好
き
で
し
た
。

『
七
人
の
侍
』
と
同
じ
年
に
作

ら
れ
た
『
ど
ぶ
』
の
よ
う
な

汚
い
作
品
に
も
何
か
し
ら
引

か
れ
る
も
の
を
感
じ
ま
し
た
。

彼
の
代
表
的
な
作
品
で
あ
る

『
愛
妻
物
語
』『
原
爆
の
子
』『
第

五
福
竜
丸
』『
裸
の
島
』
な
ど

に
は
深
く
感
動
し
ま
し
た
。

　

私
は
新
藤
兼
人
が
映
画
を

作
っ
て
い
る
現
場
を
一
度
だ
け

見
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。『
鬼

婆
』
と
い
う
映
画
を
蓼た
て

科し
な

で

撮
影
し
て
い
る
と
こ
ろ
を
見

に
行
っ
た
の
で
す
。
１
９
６
４

年
の
作
品
で
す
か
ら
、
私
が

24
歳
か
25
歳
の
時
の
こ
と
で

す
。
私
の
人
生
に
お
け
る
最
も

暗
い
時
期
で
す
。
未
だ
大
学

に
在
学
中
で
、
授
業
に
は
出

ず
に
、
京
都
の
東
三
本
木
通

の
薄
暗
い
下
宿
に
籠
も
っ
て

本
ば
か
り
読
ん
で
い
ま
し
た
。

そ
ん
な
私
が
何
故
、
映
画
の

撮
影
現
場
を
訪
れ
た
の
か
は
、

後
で
詳
し
く
説
明
し
ま
す
。

　

先
日
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
で
、
彼
の
処

女
作
『
愛
妻
物
語
』
を
見
ま

し
た
。
小
学
６
年
生
だ
っ
た
12

歳
の
時
に
見
て
か
ら
、
実
に

64
年
振
り
に
見
た
の
で
す
が
、

や
は
り
感
動
し
ま
し
た
。

　
『
愛
妻
物
語
』
は
、
映
画
の

世
界
に
入
っ
た
頃
の
新
藤
兼

人
の
実
体
験
を
基
に
し
た
自

伝
的
な
作
品
で
す
。
若
く
し

て
死
ん
だ
最
初
の
妻
、
久
慈

孝
子
さ
ん
と
の
思
い
出
が
「
私

小
説
」
の
よ
う
な
物
語
と
し

て
描
か
れ
て
い
ま
す
。

　

以
下
の
説
明
は
、
文
化

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
白
鳥
正

夫
さ
ん
の
『
幻
の
創
作
ノ
ー

ト
「
太
陽
は
の
ぼ
る
か
」・
新

藤
兼
人
、
未
完
成
映
画
の
精

神
』
に
基
づ
い
て
い
ま
す
。

白
鳥
さ
ん
は
、
私
の
『
慈
愛
の

人
・
良
寛
』
の
出
版
記
念
パ
ー

テ
ィ
ー
が
常
滑
で
開
か
れ
た

時
、
わ
ざ
わ
ざ
参
加
さ
れ
、
褒

め
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
そ
し

て
、
本
を
出
さ
れ
る
と
、
親
切

に
も
、
私
に
も
贈
っ
て
く
だ
さ

る
の
で
す
。

　

新
藤
兼
人
が
最
初
に
結
婚

し
た
の
は
、
１
９
３
９
年
、
27

歳
の
時
で
し
た
。
蛇
足
で
す

が
、
こ
の
年
の
５
月
に
私
は
生

ま
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
付
け
加

え
れ
ば
、
ジ
ョ
ン
・
フ
ォ
ー
ド

の
傑
作
『
駅
馬
車
』
が
作
ら

れ
た
の
も
こ
の
年
で
し
た
。

　

相
手
の
孝
子
さ
ん
は
、
４
歳

年
下
で
、
映
画
の
記
録
係
と

し
て
働
い
て
い
ま
し
た
。
貧
乏

の
ど
ん
底
で
、
脚
本
家
の
夢
を

あ
き
ら
め
か
け
て
い
た
新
藤

兼
人
を
励
ま
し
続
け
ま
し
た
。

し
か
し
、
結
婚
か
ら
４
年
後
、

結
核
で
亡
く
な
り
ま
す
。

　

そ
の
後
、
１
９
４
６
年
、
34

歳
の
時
に
見
合
い
を
し
て
、
新

藤
兼
人
は
、
10
歳
年
下
の
美

代
さ
ん
と
再
婚
し
ま
す
。
二
人

の
間
に
は
、
２
人
の
子
ど
も
が

生
ま
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
５

年
後
の
１
９
５
１
年
、
彼
が
初

め
て
監
督
し
た
映
画
『
愛
妻
物

語
』
の
主
人
公
を
乙
羽
信
子
が

演
じ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
運

命
的
な
出
会
い
で
し
た
。
そ
の

後
、
長
い
間
、
二
人
の
不
倫
関

係
が
続
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

新
藤
兼
人
は
、
乙
羽
信
子

と
の
出
会
い
を
こ
う
書
い
て

い
ま
す
。

　
「
映
画
『
愛
妻
物
語
』
で
出

会
っ
た
の
で
あ
る
。
顔
の
丸
い

と
こ
ろ
が
、
死
ん
だ
妻
に
よ
く

似
て
い
た
。
背
中
の
丸
み
が

そ
っ
く
り
だ
っ
た
。
彼
女
は
東

北
岩
手
で
、
乙
羽
さ
ん
は
大

阪
育
ち
だ
が
、
気
性
も
似
か

よ
う
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
」（『
歳

月
は
風
の
吹
く
ま
ま
に
』）

　

彼
は
、
60
歳
の
時
に
、
妻

か
ら
の
申
し
出
を
受
け
て
離

婚
し
ま
す
。

　

６
年
後
、
乙
羽
信
子
が
体

調
を
崩
し
て
入
院
し
、「
心
細

い
」
と
訴
え
る
の
を
聞
い
て
、

彼
は
、
彼
女
と
正
式
に
結
婚
す

る
こ
と
を
決
意
し
、
市
役
所
に

結
婚
届
を
出
し
ま
す
。
式
も

挙
げ
ず
、
披
露
も
し
ま
せ
ん
で

し
た
。16
年
後
の
１
９
９
４
年
、

乙
羽
信
子
は
肝
臓
が
ん
で
亡

く
な
り
ま
す
。

　
『
愛
妻
物
語
』
を
見
て
、
私

は
、
彼
の
本
が
読
み
た
く
な
り

ま
し
た
。
何
で
も
よ
か
っ
た
の

で
す
が
、
本
棚
か
ら
、
岩
波
新

書
の『
弔
辞
』（
１
９
９
８
年
刊
）

を
取
り
出
し
ま
し
た
。

⑵
新
藤
兼
人
著
『
弔
辞
』

　

こ
の
本
は
、
彼
が
親
し
く

接
し
た
人
た
ち
の
思
い
出
を

綴
っ
た
も
の
で
す
。
目
次
の
タ

イ
ト
ル
を
写
せ
ば
こ
う
な
り

ま
す
。
カ
ッ
コ
の
中
は
私
が
付

け
加
え
た
も
の
で
す
。

①
自
分
で
選
ん
で
歩
き
出
し

た
道
で
す
も
の

　
（
女
優
の
杉
村
春
子
）

②
勝
新
ひ
と
り
旅

　
（
映
画
俳
優
の
勝
新
太
郎
）

③
あ
る
シ
ナ
リ
オ
ラ
イ
タ
ー

の
生
涯

　
（
脚
本
家
の
田
村
孟
）

④
松
本
清
張
は
何
を
書
い
た

か
（
作
家
の
松
本
清
張
）

⑤
太
陽
に
向
か
っ
て
昇
っ
た

（
画
家
の
岡
本
太
郎
）

⑥
汚
い
絵

　
（
画
家
の
甲か

斐い

庄し
ょ
う

楠た
だ

音お
と

）

⑦
マ
ル
ク
ス
ボ
ー
イ
歴
史
家

の
生
と
死

　
（
映
画
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
・

歴
史
学
者
の
絲い
と

屋や

寿と
し

雄お

）

⑧
恥
ず
か
し
な
が
ら
生
き
な

が
ら
え
て

　
（
グ
ア
ム
島
か
ら
の
帰
還
兵

の
横
井
庄
一
）

　

杉
村
春
子
、
勝
新
太
郎
、
松

本
清
張
、
岡
本
太
郎
の
４
人

は
誰
で
も
知
っ
て
い
る
有
名

人
で
す
が
、
後
の
４
人
は
「
知

る
人
ぞ
知
る
」
と
い
っ
た
人
物

だ
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
本
に
載
っ
て
い
る
田

村
孟
の
顔
写
真
を
見
ま
し
た
。

　

す
る
と
、
彼
の
こ
と
が
無
性

に
懐
か
し
く
思
い
出
さ
れ
ま

し
た
。
涙
が
出
る
ほ
ど
感
傷
的

な
気
分
に
な
り
ま
し
た
。
彼
の

こ
と
を
一
度
ち
ゃ
ん
と
書
き
留

め
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
思
い
な
が
ら
、
な
か
な
か

実
行
に
移
せ
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
今
度
こ
そ
絶
対
に
書
い
て

み
よ
う
と
決
意
し
ま
し
た
。
な

お
、名
前
の「
孟
」の
読
み
方
は
、

正
し
く
は「
つ
と
む
」で
す
。「
も

う
」
は
通
称
で
す
。

　

そ
ん
な
訳
で
、
18
年
前
に

64
歳
で
亡
く
な
っ
た
シ
ナ
リ

オ
作
家
の
田
村
孟
に
つ
い
て
、

私
の
個
人
的
な
思
い
出
を
書

く
こ
と
に
し
ま
す
。
彼
の
業
績

な
ど
に
つ
い
て
詳
し
く
知
っ
て

い
ま
せ
ん
の
で
、
あ
く
ま
で
新

藤
兼
人
の
『
弔
辞
』
に
沿
っ
て
、

こ
の
誠
実
な
脚
本
家
を
紹
介

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
述
べ
る
こ
と
は
、

彼
が
シ
ナ
リ
オ
を
書
き
演
出

も
し
た
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
『
島
か

ら
の
眺
め
』
の
撮
影
を
手
伝

う
た
め
に
、
三
河
湾
に
浮
か
ぶ

篠
島
で
、
私
自
身
が
、
田
村

孟
や
主
演
の
ジ
ュ
デ
ィ
・
オ
ン

グ
ら
と
１
週
間
ほ
ど
行
動
を

共
に
し
た
約
50
年
前
の
思
い

出
で
す
。

　

私
よ
り
も
６
歳
年
上
の
田

村
孟
さ
ん
を
中
心
と
し
て
、
20

代
後
半
の
私
自
身
の
こ
と
を
、

思
い
出
す
ま
ま
に
書
き
綴
っ

て
い
き
ま
す
。

　

私
の
頭
の
中
の
記
憶
と
、
手

元
に
あ
る
少
し
の
資
料
だ
け

を
頼
り
に
、
正
確
さ
を
度
外

視
し
て
、
心
に
思
い
浮
か
ぶ
ま

ま
に
、
当
時
の
こ
と
を
書
き
進

め
ま
す
。

〈
杉
本
武
之
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
〉

１
９
３
９
年　

碧
南
市
に
生
ま

れ
る
。

京
都
大
学
文
学
部
卒
業
。
翻
訳
業

を
経
て
、小
学
校
教
師
に
な
る
た

め
に
愛
知
教
育
大
学
に
入
学
。
25

年
間
、西
尾
市
の
小
中
学
校
に
勤

務
。
定
年
退
職
後
、名
古
屋
大
学

教
育
学
部
の
大
学
院
で
学
ぶ
。

〈
趣
味
〉読
書
と
競
馬

（１）
杉 

本 

武 

之

『愛妻物語』撮影時の新藤（左）

田
村
孟
さ
ん
を
め
ぐ
っ
て

 

な
か
よ
し
№
28
（
３
・
４
）

　

あ
り
が
と
う
�

　

誕
生
会
（
Ｓ
22
・
２
・
21
生
）

　

２
月
28
日
、
子
ど
も
た
ち
の

計
画
で
私
の
誕
生
会
を
し
て
も

ら
い
ま
し
た
。

　

う
れ
し
い
も
の
で
す
ね
。
そ

れ
も
こ
の
よ
う
に
、
た
く
さ
ん

の
子
ど
も
た
ち
か
ら
楽
し
ん
で

誕
生
を
祝
っ
て
も
ら
っ
た
の
は

初
め
て
で
す
。（
略
）

　

こ
れ
か
ら
の
人
生
へ
の
大
変

す
ば
ら
し
い
プ
レ
ゼ
ン
ト
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

ニ
ャ
ン
コ
班
の「
私
の
讃
歌
」

は
、
み
ん
な
か
ら
大
受
け
で
し

た
の
で
、
こ
こ
に
紹
介
し
て
お

き
ま
す
。

　

ぼ
く
ら
の
先
生

一
、
お
た
ま
じ
ゃ
く
し
は
、

　
　

か
え
る
の
子

　
　

う
じ
虫
先
生
、
は
え
の
子

　
　

ぼ
く
ら
の
先
生
、
短
足
で

　
　

見
れ
ば
見
る
ほ
ど
顔
悪
い

二
、
ぼ
く
の
先
生
、

　
　

や
さ
し
い
よ　

　
　

た
ま
に
勉
強
や
ら
な
い
で

　
　

宿
題
、
あ
ん
ま
り

　
　

出
さ
な
い
よ

　
　

見
れ
ば
見
る
ほ
ど

　
　

す
て
き
だ
な

　

ま
た
、
他
の
班
も
そ
れ
ぞ
れ

工
夫
し
、
協
力
し
合
っ
て
練
習

し
た
紙
芝
居
、
劇
、
指
人
形
劇

や
手
品
な
ど
を
見
せ
て
く
れ
ま

し
た
。
あ
り
が
と
う
�

　

お
父
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　

I
・
Ｍ
男

　

お
父
さ
ん
は
夜
お
そ
く
ま
で

仕
事
を
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て

朝
八
時
く
ら
い
に
お
き
ま
す
。

お
父
さ
ん
が
ね
る
と
、
ぼ
く
た

た
ち
の
へ
や
ま
で
い
び
き
が
聞

こ
え
て
き
ま
す
。

　

夜
、
ご
は
ん
を
食
べ
る
と
き
、

お
さ
け
を
の
み
ま
す
。
テ
レ
ビ

を
つ
け
て
も
、
テ
レ
ビ
は
見
な

い
で
新
聞
ば
か
り
見
て
い
ま
す
。

　

ご
そ
ご
そ
す
る
と
お
こ
り
ま

す
。
ま
た
や
っ
て
い
る
と
、
か

み
な
り
さ
ま
み
た
い
に
お
こ
っ

て
た
た
き
ま
す
。

　

お
父
さ
ん
は
き
ゅ
う
す
の
形

を
考
え
た
り
、
作
っ
た
り
し
ま

す
。
そ
し
て
、
き
ゅ
う
す
や
さ

ん
に
売
り
ま
す
。

　

し
っ
ぱ
い
す
る
と

「
ち
ぇ
」

と
言
い
ま
す
。
そ
し
て
ま
た
、

作
り
ま
す
。

「
班
日
記
（
２
・
28
）
よ
り
」

　

先
生
の
た
ん
じ
ょ
う
会
を
し

ま
し
た
。
は
ん
の
子
た
ち
と
、

「
天
才
バ
カ
ボ
ン
」
や
「
一
本

で
も
ニ
ン
ジ
ン
」
な
ど
の
歌
を

歌
い
ま
し
た
。　
（
W
・
Ｔ
女
）

こ
の
指ゆ

び

と
ま
れ 

(235)　
　

氏  

原  

朝  

信

昭
和
51
年
度
　
三
年
三
組
の
学
級
通
信「
な
か
よ
し
」

長澤晶子のSPEED★COOKING!長澤晶子のSPEED★COOKING!料理
研究
家

材
料

食欲の秋ですね♪紅葉を楽しみながら
手作りの和菓子とお茶で一服なんていかがですか？

３年３組のなかまたち （ 2月28日撮影 ）

栗とさつま芋の和菓子簡単!

Ⓐ生栗…１パック
　鍋に栗とひたひたの量の水を入れ、火にかけ沸とうしたら
　弱火にして20分ゆでる（鍋の空炊き注意!!）→ざるあげする
Ⓑさつま芋…中１本
　よく洗い、 1.5㎝にスライスしたっぷりの
　水につける。1個ずつスライスしたものの
　皮を包丁でむき、さらに水につける。
　そして、1.5㎝角になるようカットする。
　ざるあげし鍋に入れ、水をひたひたの量
　入れ、ふたをして強火でゆでる。竹串をさ
　してささればOK!→ざるあげする
Ⓒ砂糖…適宜
Ⓓ牛乳…適宜

❶		Ⓐをぬれ布巾の上におき、包丁で２つに切る。（すべるので注意）
　		中身をスプーンでこそげ出す。（渋皮が入らない様に）
❷		❶とⒷをフードプロセッサーにかけ、すりつぶす。
　 （フードプロセッサーがない場合、マッシャーやすりこぎでもOK）
❸		❷にⒸをお好みの甘さになる様少しずつ加える。
　		さらに口どけがよくなる様、Ⓓをほんの少しずつ加える。
❹		清潔な固く絞ったぬれ布巾を用意して（なければラップでも良い）
　		❸を大さじ１杯強のせて茶巾絞りにする。
　		四隅をつまみあげる。つまんだ先をしぼる様にねじる。

❺		布巾（ラップ）より取り出し盛りつける。
　		乾燥しやすいので、密ぺい容器に入れ冷蔵庫保存。
　		１つずつラップして冷凍保存で１週間保ちます。

作
り
方
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姪
の
就
職
２

「
偏
向
報
道
と
い
う
の
は
難
し
い
問
題
だ
ね
。
読
者
に
よ
っ

て
感
じ
方
が
違
う
か
ら
…
」

「
そ
う
で
す
ね
。
考
え
が
違
う
な
ら
購
読
を
や
め
れ
ば
い
い

の
で
す
」

「
メ
デ
ィ
ア
が
複
数
あ
る
こ
と
が
大
事
だ
ね
。
国
民
が
選
択

で
き
る
こ
と
だ
」

「
国
に
よ
っ
て
は
国
営
の
メ
デ
ィ
ア
だ
け
と
か
、
情
報
規
制

を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
う
い
う
国
の
国
民
は
本
当
の
こ

と
を
知
ら
さ
れ
な
い
の
で
す
ね
」

「
そ
う
い
う
国
か
ら
比
べ
た
ら
日
本
は
ま
し
だ
と
思
う
か
も

し
れ
な
い
が
、
日
本
の
報
道
の
自
由
ラ
ン
キ
ン
グ
は
先
進

国
で
は
か
な
り
下
の
方
だ
と
聞
く
」

「
秘
密
保
護
法
が
で
き
て
、
一
段
と
そ
の
傾
向
が
強
く
な
る

の
で
し
ょ
う
ね
」

「
戦
時
中
の
日
本
も
大
本
営
の
検
閲
が
通
ら
な
い
と
、
一
切

の
報
道
が
許
さ
れ
な
か
っ
た
。
再
び
、
そ
う
い
う
こ
と
が

な
い
よ
う
に
国
民
も
し
っ
か
り
監
視
し
な
い
と
、
知
ら
ぬ

間
に
と
ん
で
も
な
い
こ
と
に
な
る
心
配
は
あ
る
ね
」

「
こ
れ
だ
け
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
発
達
し
た
ら
秘
密
保
持
も

難
し
く
な
る
の
で
し
ょ
う
ね
」

「
独
裁
国
家
で
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
で
、
困
っ
て
い

る
と
聞
く
。
だ
か
ら
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
規
制
に
乗
り
出
し
、

外
部
か
ら
の
情
報
流
入
を
遮
断
す
る
動
き
も
あ
る
よ
う

だ
。
だ
け
ど
人
々
の
往
来
は
か
つ
て
と
比
較
し
て
、
一
層

激
し
く
活
発
だ
か
ら
ど
こ
ま
で
効
果
が
あ
る
の
か
疑
問
だ

ね
」

「
情
報
を
見
極
め
る
能
力
も
求
め
ら
れ
ま
す
ね
」

「
も
ち
ろ
ん
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
報
告
書
を
ど
う
し
て
持
参

し
た
の
？
」

「
そ
う
で
す
ね
。
叔
父
さ
ん
な
ら
興
味
が
あ
る
の
で
は
と

思
い
ま
し
た
。
ま
た
こ
れ
を
読
ん
で
父
の
こ
と
に
つ
い

て
、
ど
う
思
わ
れ
る
か
を
知
り
た
い
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
」

「
そ
う
か
。
そ
れ
は
あ
り
が
た
か
っ
た
。
叔
父
さ
ん
も
彼
の

実
際
の
活
動
場
面
を
知
る
機
会
に
な
っ
た
。
た
だ
、
だ
れ

も
が
自
分
の
こ
と
を
書
く
時
は
、
ど
う
し
て
も
客
観
性
に

欠
け
る
と
い
う
か
、
え
え
格
好
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
そ

う
い
う
面
が
感
じ
ら
れ
る
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、
あ
あ
い
う

状
況
で
よ
く
こ
ま
め
に
メ
モ
し
て
ま
と
め
た
と
思
っ
た
。

　

こ
れ
を
読
ん
で
彼
の
負
け
ず
嫌
い
の
性
格
が
出
て
い
る
と

い
う
印
象
を
持
っ
た
ね
」

「
そ
う
で
す
か
。
私
に
は
そ
う
い
う
記
憶
が
な
か
っ
た
し
、

私
自
身
の
性
格
と
も
違
う
よ
う
に
思
え
ま
し
た
」

「
彼
の
遺
品
を
読
み
直
し
て
、
偲
ぶ
こ
と
も
い
い
と
思
う
」

「
私
の
こ
れ
か
ら
の
生
き
る
上
で
参
考
に
な
れ
ば
と
…
」

「
き
っ
と
な
る
よ
。
そ
ろ
そ
ろ
昼
食
の
場
所
に
移
動
し
よ
う

か
」

「
は
い
」

「
こ
れ
か
ら
行
く
〝
盛
田
味
の
館
〟
は
ユ
ニ
ー
ク
な
と
こ
ろ

で
、
ぜ
ひ
紹
介
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
」

「
楽
し
み
で
す
」

「
舞
さ
ん
は
ソ
ニ
ー
と
い
う
企
業
を
知
っ
て
い
る
だ
ろ
う
」

「
も
ち
ろ
ん
で
す
。
パ
ソ
コ
ン
も
確
か
、
ソ
ニ
ー
の
バ
イ

オ
ブ
ラ
ン
ド
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
ウ
ォ
ー
ク
マ
ン
も

愛
用
し
て
い
ま
し
た
」

「
そ
の
ソ
ニ
ー
の
創
業
者
の
一
人
が
盛
田
昭
夫
と
い
う
、

こ
の
味
の
館
を
経
営
す
る
盛
田
家
の
十
四
代
目
、
盛
田

久
左
衛
門
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
、
や
が
て
十
五
代
当

主
と
な
ら
れ
た
方
で
す
。
井い

深ぶ
か

大ま
さ
る

が
興
し
た
東
京
通
信

研
究
所
に
合
流
し
て
世
界
の
ソ
ニ
ー
に
の
し
上
げ
て

い
っ
た
の
で
す
。
ま
さ
に
高
度
成
長
時
代
の
シ
ン
ボ
ル

的
な
企
業
に
な
り
ま
し
た
。
電
子
工
業
の
幕
開
け
と
と

も
に
東
の
ソ
ニ
ー
、
西
の
松
下
電
器（
現
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
）

と
激
し
く
ラ
イ
バ
ル
競
争
を
展
開
し
た
の
で
す
」

「
そ
う
で
す
か
。
両
社
は
日
本
の
復
興
に
寄
与
し
た
の
で

す
ね
」

「
両
社
が
日
本
の
電
子
技
術
を
リ
ー
ド
し
た
こ
と
は
確
か

で
す
。
と
く
に
記
憶
に
あ
る
の
は
テ
レ
ビ
や
ビ
デ
オ
テ
ー

プ
レ
コ
ー
ダ
ー
で
の
熾
烈
な
開
発
競
争
で
し
た
。
ソ
ニ
ー

の
ベ
ー
タ
ブ
ラ
ン
ド
に
対
し
て
松
下
は
Ｖ
Ｈ
Ｓ
の
ビ
デ

オ
テ
ー
プ
レ
コ
ー
ダ
ー
で
し
の
ぎ
を
削
り
ま
し
た
。
結

局
、
家
庭
用
は
Ｖ
Ｈ
Ｓ
が
凌
駕
し
ま
し
た
が
、
放
送
局

な
ど
プ
ロ
の
世
界
で
は
ベ
ー
タ
の
ソ
ニ
ー
が
圧
倒
的
な

シ
ェ
ア
を
誇
っ
て
い
ま
す
」

「
そ
の
ソ
ニ
ー
の
立
役
者
の
盛
田
昭
夫
さ
ん
の
実
家
が
知

多
半
島
の
小
鈴
谷
に
あ
っ
て
、
味
の
館
を
運
営
さ
れ
て

い
る
の
で
す
ね
」

「
そ
こ
に
は
盛
田
昭
夫
さ
ん
の
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
て
、
広

く
彼
の
業
績
を
展
示
、
無
料
で
観
る
こ
と
が
で
き
る
よ
」

「
そ
う
で
す
か
。
興
味
深
い
で
す
」

「
叔
父
さ
ん
の
生
き
た
時
代
は
戦
争
も
な
く
、
経
済
成
長

に
邁
進
で
き
た
。
だ
か
ら
叔
父
さ
ん
も
フ
ァ
ミ
レ
ス
を

な
ん
と
か
運
営
で
き
た
」

「
成
功
さ
れ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
」

「
舞
さ
ん
か
ら
そ
う
言
わ
れ
る
ほ
ど
で
も
な
い
が
、
老
後

を
な
ん
と
か
や
っ
て
い
け
る
メ
ド
は
つ
い
て
い
る
」

「
そ
の
点
、
母
は
父
に
先
立
た
れ
て
か
ら
ず
っ
と
独
り
で

す
か
ら
、
寂
し
い
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
」

「
そ
ら
そ
う
だ
よ
。
だ
か
ら
舞
さ
ん
が
就
職
し
て
、
い
ず

れ
結
婚
し
て
く
れ
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い
る
と
思

う
よ
」

「
結
婚
な
ん
て
ず
っ
と
先
の
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
」

「
そ
う
か
ね
。
恋
人
は
い
な
い
の
」

「
い
な
い
で
す
よ
」

　

舞
は
顔
を
赤
ら
め
な
が
ら
き
っ
ぱ
り
と
否
定
し
た
。

「
そ
う
か
。
焦
る
こ
と
は
な
い
。
ま
ず
社
会
で
経
験
を
積

む
こ
と
だ
ね
」

「
叔
父
さ
ん
も
そ
う
思
い
ま
す
？
」

「
そ
ら
そ
う
だ
ろ
う
。
大
学
ま
で
行
っ
て
い
る
の
だ
か
ら

何
か
を
し
た
い
こ
と
が
あ
る
の
だ
ろ
う
」

「
そ
れ
が
、
漠
然
と
し
て
い
て
明
確
な
目
標
が
な
い
の
で

す
」

「
こ
れ
か
ら
で
き
る
よ
。
い
ず
れ
に
し
て
も
志
を
も
つ
こ

と
は
大
事
だ
ね
」

　

海
岸
沿
い
を
走
る
ク
ル
マ
は
少
な
い
。
ま
だ
春
な
の
に

初
夏
の
海
風
が
ク
ル
マ
の
窓
か
ら
心
地
よ
く
入
っ
て
く
る
。

「
そ
ろ
そ
ろ
店
に
着
く
よ
」

「
近
い
で
す
ね
」

「
こ
の
あ
た
り
は
ひ
な
び
た
と
こ
ろ
で
、
日
本
の
原
風
景

が
残
っ
て
い
る
」

「
そ
う
で
す
ね
。
海
に
近
い
の
が
い
い
で
す
ね
」

「
台
風
シ
ー
ズ
ン
は
大
変
で
す
が
…
」

「
看
板
が
見
え
ま
す
」

「
あ
そ
こ
だ
よ
。
な
か
な
か
い
い
感
じ
だ
ろ
う
」

「
は
い
」

「
盛
田
家
の
分
家
に
は
『
P
a
s
c
o
』
で
知
ら
れ
て
い
る

敷
島
製
パ
ン
も
あ
り
ま
す
」

「
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
ブ
ラ
ン
ド
で
す
。
盛
田
家
は
酒
類
・

醤
油
・
調
味
料
・
味
噌
を
製
造
す
る
醸
造
会
社
で
、
知

多
半
島
に
現
在
残
っ
て
い
る
六
つ
の
酒
造
メ
ー
カ
ー
の

ひ
と
つ
な
の
で
す
ね
」

「
そ
う
だ
よ
。
よ
く
知
っ
て
い
る
ね
」

「
い
ま
ス
マ
フ
ォ
で
見
た
の
で
す
」

「
そ
う
か
。
こ
こ
で
は
食
事
が
で
き
る
の
で
常
滑
市
の
観

光
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
も
人
気
が
高
い
の
で
す
。
と
く
に

こ
こ
の
味
噌
を
使
っ
た
田
楽
の
味
は
格
別
で
本
当
に
う
ま

い
よ
」

「
お
い
し
そ
う
で
す
ね
」

　

二
人
は
空
い
て
い
る
席
を
見
つ
け
て
座
っ
た
。

　

メ
ニ
ュ
ー
を
開
い
て
い
る
と
、
お
ば
さ
ん
が
注
文
を
聞

き
に
来
た
。

「
菜
め
し
田
楽
定
食
、
舞
さ
ん
、
こ
れ
で
い
い
か
い
」

「
は
い
」

「
二
つ
」

「
こ
の
定
食
が
人
気
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
で
す
よ
」
と
二
人
の
顔

を
見
比
べ
て
ニ
コ
ニ
コ
し
な
が
ら
注
文
を
メ
モ
し
た
。

「
お
母
さ
ん
に
味
噌
の
お
み
や
げ
買
っ
て
い
こ
う
か
」
と
真

三
は
言
っ
て
、
シ
ョ
ッ
プ
コ
ー
ナ
ー
に
立
っ
て
行
っ
た
。

味
噌
と
醤
油
の
セ
ッ
ト
を
二
つ
買
っ
た
。

「
こ
れ
お
母
さ
ん
に
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。
も
う
一
つ
は
舞

さ
ん
が
寮
に
持
っ
て
帰
っ
て
、
寮
の
お
ば
さ
ん
に
あ
げ

た
ら
喜
ば
れ
る
よ
」

「
す
み
ま
せ
ん
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」

「
田
楽
定
食
が
き
た
よ
」

「
い
た
だ
き
ま
す
」

　

舞
は
お
腹
が
す
い
て
い
た
の
か
、
す
ぐ
に
箸
を
つ
け
た
。

「
ど
う
で
す
か
」

「
お
い
し
い
で
す
ね
。
味
噌
の
香
り
が
し
ま
す
」

「
そ
れ
だ
け
新
鮮
な
ん
だ
ろ
う
ね
」

　

二
人
は
し
ば
ら
く
食
事
に
集
中
し
て
黙
々
と
箸
を
動
か

し
た
。

　

真
三
は
食
事
も
大
方
の
と
こ
ろ
食
べ
終
わ
っ
た
の
で
、

今
回
の
一
番
聞
き
た
い
話
題
に
踏
み
込
ん
だ
。

「
お
母
さ
ん
か
ら
聞
い
た
の
で
す
が
、
舞
さ
ん
は
日
本
で

の
就
職
を
あ
き
ら
め
、
イ
ン
ド
へ
行
く
と
い
う
こ
と
で

す
が
、
そ
れ
は
本
当
で
す
か
」

「
は
い
…
」

　

舞
は
少
し
う
つ
む
き
加
減
の
姿
勢
で
静
か
に
答
え
た
。

「
イ
ン
ド
へ
ど
う
い
う
目
的
が
あ
っ
て
、
行
く
の
？
」

　

舞
は
意
を
決
し
た
の
か
話
し
始
め
た
。

「
あ
る
日
、
父
の
書
斎
に
入
っ
て
大
型
の
紙
袋
を
見
つ
け

ま
し
た
。
開
い
て
み
ま
す
と
、
手
紙
が
数
通
入
っ
て
い

ま
し
た
。
見
て
は
い
け
な
い
と
思
い
な
が
ら
も
、
そ
れ

ら
の
手
紙
が
す
べ
て
あ
る
女
性
か
ら
の
も
の
で
し
た
」

「
そ
う
だ
っ
た
の
か
。
彼
女
の
存
在
を
知
っ
た
の
で
す
ね
」

「
は
い
」

　

舞
は
は
っ
き
り
答
え
た
。

「
シ
ョ
ッ
ク
だ
っ
た
の
」

写真：日間賀島（著者撮影）

※
こ
の
物
語
に
対
す
る
読
者
の
方
々
の
コ
メ
ン
ト
、
体
験

談
を
左
記
の
Ｆ
Ａ
Ｘ
か
メ
ー
ル
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

今
回
は
「
就
職
」「
日
本
の
ゆ
く
え
」「
結
婚
」「
夫
婦
」「
イ
ン

ド
」「
愛
知
県
」に
つ
い
て
で
す
。
物
語
が
進
行
す
る
中
で
織

り
込
む
こ
と
を
試
み
、
一
緒
に
考
え
ま
す
。

Ｆ
Ａ
Ｘ
‥
０
５
６
９
―
３
４
―
７
９
７
１

メ
ー
ル
‥takam

itsu@
akai-shinbunten.net

■
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

著
者
‥
岡
田 

清
治（
お
か
だ
・
せ
い
じ
）

一
九
四
二
年
生
ま
れ  

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

（
編
集
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン・Ｎ
Ｅ
Ｔ
１
０
８
代
表
）

著
書
に『
高
野
山
開
創
千
二
百
年 

い
っ

ぱ
ん
さ
ん
行
状
記
』『
心
の
遺
言
』『
あ
な

た
は
社
員
の
全
能
力
を
引
き
出
せ
ま
す

か
！
』『
リ
ヨ
ン
で
見
た
虹
』な
ど
多
数



樅
山
善
久

昭
和
十
一
年
碧
南
市
で
生
ま
れ
る
。

丸
栄
陶
業
株
式
会
社
代
表
取
締
役
。

碧
南
商
工
会
議
所
会
頭
。

愛
知
県
陶
器
瓦
工
業
組
合
理
事
長
。

全
国
陶
器
瓦
工
業
組
合
連
合
会
理
事
長
な
ど
を
歴
任
。

平
成
十
三
年
藍
綬
褒
章
受
賞
。

平
成
二
十
二
年
旭
日
小
授
章
受
賞
。

丸
栄
陶
業
株
式
会
社
取
締
役
会
長 

現
在
に
至
る
。

京
都
造
形
芸
術
大
学
・
通
信
教
育
部
芸
術
学
部
美
術
科
・

洋
画
コ
ー
ス
大
学
院
修
士
課
程
一
回
生
。

小
林
玲
子

碧
南
市
に
育
つ
。

西
尾
市
在
住

共
著
「
西
尾
の
民
話
」

童
話
「
サ
ケ
の
子
ピ
ッ
チ
」

随
筆
「
海
辺
の
そ
よ
風
」

　
　
　
（
中
経
コ
ラ
ム
「
閑
人
帳
」
よ
り
）

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
脚
本

　

「
み
ぐ
り
ち
ゃ
ん
の
お
う
ち
」
ほ
か

「
作
手
」第
二
弾
は
古
刹
の
力
士
像
が
力
強
い
で
す
。

大
男
の
仁
王
様
に
曼
珠
沙
華
が
似
合
っ
て
い
ま
す
ね
。

訪
れ
る
人
も
稀
な
こ
と
故
、力
士
様
も
ク
リ
ク
リ
目
玉
を

み
ひ
ら
い
て
喜
ば
れ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

五
平
餅
は
彼
の
地
の
タ
イ
ヤ
屋
さ
ん
か
ら

時
々
頂
い
て
と
て
も
風
味
が
よ
く
美
味
し
い
で
す
よ
ね
。

と
に
か
く
見
て
や
ろ
う
感
じ
て
や
ろ
う
の
御
夫
妻
で
す
。

向
う
か
ら
す
ば
ら
し
い
も
の
や
こ
と
が

眼
に
飛
び
込
ん
で
来
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

そ
の
感
動
が
作
品
に
結
実
し
て
拝
見
で
き
る
の
を

楽
し
み
に
待
っ
て
い
ま
す
。

根
津
の
屋
根
は
瓦
も
姿
も
美
し
か
っ
た
で
す
。

民
芸
館
も
寄
っ
て
嬉
し
い
一
日
で
し
た
。

友
有
り
遠
方
に
行●

●く
デ
シ
タ
。
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▼
ち
っ
ち
ゃ
な
い
ろ
あ
そ
び「
く
し
ゃ
く

し
ゃ
ぞ
め
Ｖ
Ｓ
お
り
ぞ
め
」・
二
十
日

㈫
〜
三
十
一
日
㈯
の
午
前
九
時
〜
午
後

四
時
半　

内
容　

布
を
く
し
ゃ
く
し
ゃ

に
し
た
り
折
り
畳
ん
だ
り
し
て
模
様
を

付
け
ま
す　

材
料
費　

一
枚
五
十
円

▼
い
ろ
あ
そ
び「
秋
の
は
ん
を
お
そ
う
」・

二
十
日
㈫
〜
三
十
一
日
㈯
の
午
前
九
時

〜
午
後
四
時
半　

内
容　

輪
ゴ
ム
や
板

を
使
っ
て
秋
の
模
様
を
つ
け
染
め
ま
す

※　

材
料
費　

一
枚
二
百
円
〜

▼
草
木
染
め「
お
茶
で
そ
め
よ
う
」・

二
十
日
㈫
～
二
十
二
日
㈭
の
午
前
九

時
〜
午
後
四
時
半　

内
容　

ミ
ロ
バ
ラ

ン
・
紅
茶
・
ビ
ワ
の
葉
茶
を
使
っ
て
布

を
染
め
ま
す　

材
料
費　

一
枚
四
百
円

〜
（
シ
ョ
ー
ル
な
ど
は
千
円
～
）
限
定

三
十
枚

※
糊
置
き
を
す
る
場
合
は
五
時
間
く
ら

い
必
要
。詳
し
く
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い

▼
ク
リ
マ
＆
フ
リ
マ
市
出
店
者
募
集　

日
時　

十
一
月
二
十
九
日
㈰
午
前
九
時

～
午
後
二
時　

場
所　

屋
外
の
イ
ベ
ン

ト
広
場　

内
容　

手
作
り
品
や
不
要
品

を
持
ち
寄
り
ク
リ
ス
マ
ス
会
の
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
を
開
催
し
ま
す　

出
店
資

格　

ア
マ
チ
ュ
ア
の
方　

出
店
数　

18

店
。申
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選　

申

込
み　

一
日
㈭
～
十
二
日（
月
・
祝
）ま

で◎
ギ
ャ
ラ
リ
ー
Ｃ
ｅ
ｒ
ａ

　
（
常
滑
市
観
光
プ
ラ
ザ
）

▼
井
上
幸
次
郎
・
平
野
美
帆
・
ｎ
ｕ
ｕ

柳
田
久
美
子　

絵
を
描
く
×
土
を
焼
く

×
布
を
縫
う　

そ
れ
ぞ
れ
の
手
仕
事
・

二
日
㈮
～
十
二
日（
月
・
祝
）午
前
九
時

〜
午
後
五
時
半　

無
料

▼
猪
飼
護
陶
展
・
十
六
日
㈮
～
二
十
六

日
㈪
午
前
九
時
〜
午
後
五
時
半　

無
料

▼
平
野
祐
一
陶
展
・
三
十
日
㈮
～
十
一

月
九
日
㈪
午
前
九
時
〜
午
後
五
時
半　

無
料

◎
常
滑
屋

▼
秋
の
サ
マ
サ
マ
・
二
十
日
㈫
〜

二
十
五
日
㈰

▼
た
み
こ
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
教
室
展
～

フ
リ
ー
ス
テ
ッ
チ
ン
グ
ニ
ー
ド
ル
～
・

二
十
七
日
㈫
〜
十
一
月
一
日
㈰

◎
陶
芸
サ
ロ
ン
陶
美
園

▼
山
田
常
山
作
陶
展･

二
十
四
日
㈯
～

十
一
月
一
日
㈰　

水
曜
定
休

◎
ギ
ャ
ラ
リ
ー
と
こ
な
め

　
（
常
滑
市
陶
磁
器
会
館
内
）

▼
黙
示
庵
窯
作
陶
展　

久
田
邦
男
・
～

六
日
㈫
午
前
九
時
～
午
後
五
時

▼
常
滑
焼
の
盆
栽
鉢
展　

と
こ
な
め
焼

㈿
鉢
部
・
八
日
㈭
～
十
三
日
㈫
午
前
九

時
～
午
後
五
時

▼
青
天
窯
グ
ル
ー
プ
展
・
十
五
日
㈭
～

二
十
日
㈫
午
前
九
時
～
午
後
五
時

▼
と
こ
な
め
焼
振
興
展
入
賞
・
入
選
作

品
展
・
二
十
二
日
㈭
～
二
十
七
日
㈫
午

前
九
時
～
午
後
五
時

◎
小
ギ
ャ
ラ
リ
ー
と
こ
な
め

　
（
常
滑
市
陶
磁
器
会
館
内
）

▼
一
菁
陶
園
展　

八
木
孝
幸
・
～
六
日

㈫
午
前
九
時
～
午
後
五
時

▼
お
し
ゃ
れ
な
ミ
ニ
盆
栽
と
器
展　

柴

田
勝
一・
八
日
㈭
～
十
三
日
㈫
午
前
九

時
～
午
後
五
時

▼
板
村
忠
也
作
陶
展
・
十
五
日
㈭
～

二
十
日
㈫
午
前
九
時
～
午
後
五
時

▼
と
こ
な
め
焼
振
興
展
入
賞
・
入
選
作

品
展
・
二
十
二
日
㈭
～
二
十
七
日
㈫
午

前
九
時
～
午
後
五
時

◎
方
円
館

▼
ピ
ー
タ
ー
・
シ
ー
ブ
リ
ッ
ジ
陶
展
・

二
日
㈮
〜
十
四
日
㈬

▼
澤
田
よ
し
え
陶
展
・
十
六
日
㈮
〜

二
十
八
日
㈬

◎
武
豊
町
立
図
書
館

▼
し
か
け
絵
本
展
・
九
日
㈮
～
二
十
二

日
㈭

▼
牧
田
先
生
の
楽
し
い
お
し
ゃ
べ

り
文
学
講
座「
源
氏
物
語
」・
十
、

十
七
、二
十
四
、三
十
一
日
各
㈯
午
後
一

時
半
～
同
三
時　

全
四
回　

講
師　

牧
田
利
秋
さ
ん　

定
員
三
十
名

▼
閉
架
書
庫
見
学
ツ
ア
ー
・
十
八
日
㈰

①
親
子
の
部（
子
ど
も
単
独
可
）
午
前

十
一
時
～　

定
員
十
名　

②
一
般
の
部

（
中
学
生
以
上
）　

午
後
二
時
～
・
午

後
四
時
～　

定
員　

各
五
名

◎
武
豊
町
中
央
公
民
館

▼
パ
ソ
コ
ン
広
場
・
一
、
八
、

十
五
、二
十
二
、二
十
九
日
各
㈭
午
後
一

時
半
～
同
四
時
半　

問
合
せ　

Ｎ
Ｐ
Ｏ

知
多
ネ
ッ
ト　

鈴
木
☎
74
─
０
１
２
５

▼
絵
手
紙
作
品
展（
武
豊
絵
手
紙
の
会
）

「
元
気
は
つ
ら
つ　

マ
イ
ラ
イ
フ
」・
七

日
㈬
～
十
三
日
㈫

▼
パ
ソ
コ
ン
わ
い
わ
い
相
談
室
・
十
、

二
十
四
日
各
㈯
午
後
一
時
半
～
同
四

時　

問
合
せ　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
知
多
ネ
ッ
ト

　

田
中
☎
０
９
０
─
２
６
１
２
─

１
９
９
０

▼
親
業
体
験
！
学
習
会「
批
判
し
な
い

で
、共
感
的
に
話
を
聞
く
練
習
・
日
常

生
活
を
振
り
返
り
、気
が
付
い
た
こ
と
、

困
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
自
由
に
話
す
」・

十
三
日
㈫
午
前
九
時
四
十
五
分
～
正

午　

講
師　

親
業
訓
練
協
会
認
定
イ
ン

ス
ト
ラ
ク
タ
ー　

参
加
費　

千
円　

問

合
せ　

親
業
サ
ー
ク
ル　

稲
葉　

☎
72

─
７
１
３
８　

※
当
日
参
加
自
由

▼
家
庭
教
育
セ
ミ
ナ
ー
「
人
間
性
を
育

て
る
親
子
の
ふ
れ
あ
い
」
子
育
て
に
関
す

る
学
習
会
と
質
疑
応
答
・
十
三
日
㈫
午

前
十
時
～
正
午　

参
加
費　

無
料　

問
合
せ　

知
多
家
庭
教
育
研
究
会　

山

下
☎
72
─
１
９
０
２

▼
武
豊
自
然
観
察
会「
木
の
実
や
枝
・

自
然
物
で
工
作
し
よ
う
！
」・
十
八
日

㈰　

集
合
場
所　

武
豊
町
老
人
福
祉
セ

ン
タ
ー
駐
車
場　

参
加
費　

五
十
円　

問
合
せ　

知
多
自
然
観
察
会　

原
☎
72

─
２
３
７
７　

※
申
込
不
要　

小
雨

決
行　

小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴

▼
福
寿
大
学
⑥
図
書
館
活
用
講
座

～
図
書
館
を
心
の
ビ
タ
ミ
ン
に
～
・

二
十
八
日
㈬
、二
十
九
日
㈭
各
午
前
十

時
～
正
午　

対
象　

武
豊
町
内
在
住
の

六
十
歳
以
上
の
方　

参
加
費　

無
料

◎
武
豊
町
民
会
館
ゆ
め
た
ろ
う
プ
ラ
ザ

▼
第
十
六
回
武
豊
町
文
化
協
会　

芸

能
祭
・
四
日
㈰

▼
話
し
方
体
験
講
座
～
声
の
出
し
方
・

話
し
方
～
・
十
七
日
㈯
午
後
一
時
半
～

同
四
時　

講
師　

梶
田
香
織
さ
ん（
プ

レ
ゼ
ン
ジ
ャ
パ
ン
代
表
）　

定
員　

二
十

名（
高
校
生
以
上
）　

参
加
費　

無
料

　

※
定
員
に
達
し
ま
し
た

▼
ゆ
め
プ
ラ
モ
ー
ニ
ン
グ
コ
ン
サ
ー
ト

「
合
唱
い
ろ
い
ろ
・
音
楽
い
ろ
い
ろ
」・

二
十
一
日
㈬
午
前
十
時
半
開
演

▼
カ
ホ
ン
製
作
・
演
奏
体
験
教
室　

講

師　

ル
ベ
ン
・
フ
ィ
ゲ
ロ
ア
さ
ん（
名
古

屋
芸
術
大
学
講
師
）　

制
作　

二
十
二

日
㈭　

演
奏　

十
一
月
五
日
～
十
二
月

十
日
隔
週
㈭
午
後
七
時
〜
同
八
時
半

　

発
表
会　

十
二
月
十
一
日
㈮　

午
後

七
時
～
同
八
時
半（
全
七
回
）　

定
員

　

十
名　

参
加
費　

五
千
円　

※
定
員

に
達
し
ま
し
た

▼
八
十
八
の
魔
法
ピ
ア
ノ
三
百
年
物
語

―
中
道
祐
子
の
語
り
と
音
楽
で
楽
し
む

ピ
ア
ノ
の
物
語
―
・
二
十
四
日
㈯
午
後

五
時
開
演

◎
武
豊
町
総
合
体
育
館

▼
た
け
と
よ
ウ
ォ
ー
カ
ー
～
た
け
と
よ

の
魅
力
を
再
発
見
！
知
る
・
見
る
・
味

わ
う
秋
の
一
日
・
十
一
日
㈰　

※
予
備

日
十
二
日（
月
・
祝
）
①
フ
ァ
ミ
リ
ー

コ
ー
ス（
約
三
．六
㎞
）　

十
一
日
㈰
②

ゆ
め
回
廊
コ
ー
ス（
六
．六
㎞
）
③
壱
町

田
湿
地
コ
ー
ス（
十
一
．五
㎞
）　

対
象

　

健
康
で
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
楽
し
め
る

方　

参
加
費　

無
料（
事
前
申
込
不

要
）

▼
秋
季
町
民
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会
・

十
八
日
㈰

◎
長
尾
児
童
館

▼
親
子
で
あ
そ
ぼ
・
二
十
三
日
㈮
午
前

十
時
半
～
同
十
一
時
半　

要
申
込

▼
な
が
お
運
動
会
・
二
十
五
日
㈰
午
後

一
時
半
～
同
三
時　

要
申
込

◎
く
す
の
き
児
童
館

▼
く
す
の
き
運
動
会
・
二
十
五
日
㈰
午

後
一
時
半
～
同
三
時　

要
申
込

◎
お
お
あ
し
児
童
館

▼
劇
を
見
よ
う
・
十
七
日
㈯
午
後
二
時

～
同
三
時　

申
込
不
要

◎
富
貴
児
童
館

▼
メ
イ
キ
ン
グ
バ
ル
ー
ン
で
遊
ぼ
う
・

十
二
日（
月
・
祝
）
午
後
一
時
半
～
同
三

時
半　

要
申
込

◎
半
田
空
の
科
学
館

▼
開
館
三
十
周
年
記
念
企
画
展「
こ
ど

も
う
ち
ゅ
う
か
い
が
て
ん（
半
田
市
内
の

園
児
）」と「
み
ん
な
で
見
上
げ
た
夜
空

のJewel

」・
三
日
㈯
～
平
成
二
十
八
年

一
月
十
一
日（
月
・
祝
） 　
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
コ

ズ
ミ
ッ
ク
カ
レ
ッ
ジ　

講
師　

俣
野
綾

子
先
生

①「
キ
ッ
ズ
コ
ー
ス
」
星
の
砂
を
探
し
て

み
よ
う
！
・
十
日
㈯
午
後
一
時
～
同

三
時　

参
加
費　

二
百
円　

定
員　

三
十
名（
小
学
校
低
学
年
）

②「
フ
ァ
ン
ダ
メ
ン
タ
ル
コ
ー
ス
」か
さ

袋
ロ
ケ
ッ
ト
を
作
っ
て
う
ま
く
飛
ば
す

仕
組
み
を
考
え
よ
う
・
十
一
日
㈰
午
後

一
時
半
～
同
三
時　

参
加
費　

二
百

円　

定
員　

三
十
名（
小
学
三
年
生
以

上
）

▼
中
垣
さ
ん
の
ド
ラ
マ
チ
ッ
ク
オ
ー

ロ
ラ
シ
ョ
ウ　

オ
ー
ロ
ラ
メ
ッ
セ
ン

ジ
ャ
ー
・
中
垣
哲
也
さ
ん
ト
ー
ク
シ
ョ

ウ
・
二
十
五
日
㈰
午
後
四
時
～
同
五
時

半　

参
加
費　

大
人
五
百
円　

小
人

二
百
円　

定
員　

二
百
名

▼
お
花
を
愉
し
む
レ
ッ
ス
ン
in
空
の
科

学
館『
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
バ
ス
ケ
ッ
ト
ア
レ
ン

ジ
』・
二
十
九
日
㈭
午
前
十
時
～
同

十
一
時
半　

参
加
費　

三
千
円　

定
員

　

十
五
名

▼
十
月
の
星
見
会「
天
王
星
と
海
王
星

を
見
よ
う
！
」・
十
七
日
㈯
午
後
六
時

半
～
同
八
時　

参
加
費　

大
人
三
百

円　

小
人
二
百
円　

定
員　

六
十
名

（
小
学
生
以
上
）

◎
半
田
市
福
祉
文
化
会
館（
雁
宿
ホ
ー
ル
）

▼
半
田
少
年
少
女
合
唱
団
定
期
演
奏

会
・
十
一
月
三
日（
火
・
祝
）
午
後
二
時

開
演　

内
容
①
日
本
の
歌
～
四
季
折
々

～
「
花
」「
浜
辺
の
歌
」
他　

②
ア
ニ
メ

ソ
ン
グ
～
希
望
に
の
せ
て
～
「
ひ
ょ
っ

こ
り
ひ
ょ
う
た
ん
島
」「
ア
ン
パ
ン
マ
ン

の
マ
ー
チ
」
他　

③
女
声（
児
童
）
合
唱

組
曲「
Ｉ
Ｎ　

Ｔ
Ｅ
Ｒ
Ｒ
Ａ　

Ｐ
Ａ
Ｘ

～
地
に
平
和
を
～
」チ
ケ
ッ
ト　

五
百
円

（
前
売
り
四
百
円
）　

問
合
せ　

半
田

少
年
少
女
合
唱
団
事
務
局
☎
０
８
０

─
６
９
６
１
─
７
１
７
９

◎
碧
南
白
竹
木
材
㈱
白
竹
ギ
ャ
ラ
リ
ー

▼
秋
の
し
つ
ら
え
展（
服
や
陶
器
な
ど
の

作
品
展
と
販
売
）作
家　

加
藤
洋
史
、加

藤
勢
季
子
、中
根
由
美
子
、中
根
啓
・
二

日
㈮
～
六
日
㈫
午
前
十
時
～
午
後
五
時

（
最
終
日
午
後
四
時
ま
で
）

▼
伝
統
の
こ
だ
わ
り
ま
つ
り　

二
〇
一
五
⑥
日
本
の
伝
統
文
化
、技
術
、

技
、食
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
た
イ
ベ
ン

ト
・
二
十
五
日
㈰
午
前
九
時
半
～
午
後

四
時

水
盤
に
秋
の
七
草
足
ら
ぬ
ま
ま　
　
　
　

	

吉
田
ひ
ろ
し

こ
こ
ら
で
は
地
豆
と
言
っ
て
ピ
ー
ナ
ッ
ツ	

谷
川
と
志
江

里
帰
り
懐
広
げ
親
は
待
つ　
　
　
　
　
　

	

杉
江　

民
子

新
涼
や
何
を
食
べ
て
も
お
い
し
く
て　

	　

片
岡　

光
子

父ち
ち

母
の
齢よ

わ
い

を
超
え
て
敬
老
日　
　
　

	　
　

塚
本　

千
鶴

秋
澄
む
や
井
戸
端
会
議
ほ
ど
ほ
ど
に	

　

関　
　

里
美

窯
の
火
の
果
て
て
久
し
き
昼
の
虫　
　
　

	

加
藤　

久
子

海
の
家
解
体
さ
れ
て
浜
は
秋　
　
　
　
　

	

斉
藤　

浩
美

高
々
と
風
に
そ
よ
ぎ
ぬ
女
郎
花　
　
　

	　

岩
田
つ
ま
子

雨
去
っ
て
息
吹
き
返
す
つ
く
つ
く
し　

	

平
野　

紀
江

久
々
に
す
っ
き
り
晴
れ
て
秋
の
雲　
　

	　

磯
村
美
耶
子

信
州
の
広
い
牧
場
で
馬
肥
ゆ
る　
　
　
　

	

澤
田　

藤
子

語
り
継
ぐ
伊
勢
湾
台
風
防
災
日　
　
　

	　

村
井
み
さ
を

歴
史
の
刺
容
易
に
ぬ
け
ず
ま
た
秋
に　
　

	

中
尾　

節
也

金
色
に
燃
え
れ
ば
悲
し
遠
花
火　
　
　

	　

古
川　

義
高

初
恋
の
思
い
で
遠
く
秋
の
朝　
　
　

	　
　

古
川
三
恵
子

鯊
釣
り
や
些
事
も
大
事
も
な
か
り
け
り　

	

久
田　

笙
子

散
髪
の
鋏
の
音
色
秋
気
澄
む　
　
　
　
　

	

竹
内
三
千
彦

草
の
色
し
て
草
に
居
る
ば
っ
た
か
な　
　

	

村
井　

範
子

七
十
年
平
和
を
祈
り
夏
終
る　
　
　

	

　

山
中　

博
子

新
藁
を
香
り
を
の
せ
て
い
た
だ
け
り	　
　

都
築　

信
子

油あ
ぶ
ら

汗あ
せ

飛
ば
し
て
焼
け
る
新
秋
刀
魚　
　
　

	

荒
川　

達
雄

古ふ
る

葉は

書が
き

残
暑
見
舞
い
に
二
円
貼
る　
　

	　

服
部　

窯
平

照て

る
月つ

き

の
雲く

も

間ま

に
隠か

く

る
機き

影え
い

か
な　

	　
　

竹
内　

艶
子

日
焼
し
た
親
子
電
車
に
ま
ど
ろ
め
り　
　

	

江
端　

久
恵

愚
痴
言
っ
て
仏
困
ら
す
盆
の
月　
　
　

	　

桑
山　

撫
子

球
児
等
の
夏
物
語
百
年
に　
　
　
　
　

	　

清
水
ド
ラ
吉

亡
き
母
の
教
え
そ
の
ま
ま
盆
支
度　
　

	　

杉
江　

タ
エ

震
災
忌
持
ち
出
し
袋
に
目
を
通
す　

	　
　

冨
田　

悦
子

野
も
山
も
荒
れ
て
一
面
葛
茂
る　

	　
　
　

中
山　

洋
子

赤
蜻
蛉
怖
さ
知
ら
ず
の
交
差
点　
　
　
　

	

林　
　

京
子

終
戦
忌
人
そ
れ
ぞ
れ
の
憂
ひ
あ
り　
　
　

	

藤
井　

文
月

入
れ
替
り
夫
の
入
院
夏
終
る　
　
　
　
　

	

浦
崎
ひ
と
み

乱
舞
の
コ
ス
モ
ス
抱
き
て
深
呼
吸　
　
　

	

中
村　

洋
子

ち
ょ
っ
と
お
じ
ゃ
ま
し
ま
す

  「
と
も
の
世
界
」   

上
田   

智
美 

さ
ん

　

自
由
気
ま
ま
に

休
日
を
利
用
し
て

隣
町
の
常
滑
で
陶

芸
に
打
ち
興
じ
て

い
た
。
そ
の
中
で

作
家
と
の
出
逢
い

が
あ
り
、
窯
を
貸

し
て
く
れ
た
。
器
作
り
に
は
多
く
の
匠
の

技
が
必
要
だ
と
感
じ
、
基
本
を
大
切
に
思

い
、
も
う
一
度
陶
芸
の
原
点
に
戻
っ
て
み

た
い
と
思
い
始
め
た
頃
、
盤
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
出
合
っ
た
。
盤
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
は
、

土
や
風
土
や
職
人
技
な
ど
、
常
滑
に
し
か

な
い
も
の
を
受
け

継
い
で
、
常
滑
焼

の
未
来
を
明
る
く

し
よ
う
と
い
う
事

業
計
画
で
あ
る
。

そ
れ
に
出
合
っ
た

こ
と
で
、
真
摯
に

進
む
べ
き
道
と
向

き
あ
う
こ
と
が
で
き
た
。

　

上
田
さ
ん
は
細
か
い
粒
子
の
土
で
器
や

皿
な
ど
を
作
陶
し
て
い
る
。
急
須
に
使
わ

れ
る
土
と
同
じ
だ
と
い
う
。
使
え
ば
使
う

ほ
ど
に
艶
の
あ
る
温
か
な
味
わ
い
に
な
る

と
い
う
。
上
田
さ
ん
は
、
こ
の
味
わ
い
が

好
き
だ
と
い
う
。
釉
薬
は
古
く
か
ら
常
滑

に
伝
わ
る
も
の
を
使
っ
て
い
る
。
常
滑
の

土
や
常
滑
で
受
け
継
が
れ
て
き
た
藻
が
け

等
の
技
法
を
大

切
に
、
作
品
を
使

っ
て
も
ら
っ
た
人

が
幸
せ
を
感
じ

て
、
笑
顔
に
な
っ

て
、
そ
し
て
、
ま

た
美
味
し
く
食
事

を
楽
し
ん
で
も
ら

え
た
ら
嬉
し
い
と

い
う
。
上
田
さ
ん
は
自
分
ら
し
い
オ
リ
ジ

ナ
ル
な
作
品
を
一
つ
で
も
多
く
作
り
、
自

分
の
世
界
を
確
立
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
出

来
れ
ば
と
、
思
っ
て
い
る
。
今
は
常
滑
の

土
に
こ
だ
わ
り
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に
挑

戦
し
て
い
る
。

　

ス
キ
ュ
ー
バ
ー
ダ
イ
ビ
ン
グ
に
夢
中
に

な
っ
た
時
も
あ
っ
た
。
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
が

大
好
き
で
よ
く
楽
し
ん
で
い
た
。
典
型
的

な
ア
ウ
ト
ド
ア
派
だ
っ
た
。
今
は
時
間
を

忘
れ
て
、
作
陶
に
没
頭
す
る
日
々
で
、
土

は
飽
き
る
こ
と
が
な
い
と
い
う
。
す
っ
か

り
、
イ
ン
ド
ア
派
と
化
し
て
し
ま
っ
た
。

１
年
前
に
工
房
兼
店
舗「
と
も
の
世
界
」を

焼
き
物
散
歩
道
の
コ
ー
ス
に
開
い
た
。
ふ

ら
っ
と
立
ち
寄
っ
て
く
れ
る
人
や
料
理
人

が
器
を
探
し
に
寄
っ
て
く
れ
た
り
、
海
外

の
人
が
訪
ね
て
く
れ
た
り
…
と
、
さ
ま
ざ

ま
な
出
逢
い
が
あ
る
。
訪
ね
て
き
て
く
れ

た
人
に
、
常
滑
焼
の
文
化
は
素
晴
ら
し
い

と
、「
と
も
の
世
界
」か
ら
発
信
で
き
た
ら

嬉
し
い
と
い
う
。
常
滑
焼
の
素
晴
ら
し
い

文
化
が
あ
る
こ
と
を
、
こ
れ
か
ら
も
伝
え

て
い
き
た
い
と
、
上
田
さ
ん
は
話
す
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
赤
井 

伸
衣
）

　

い
よ
い
よ
十
月
と
な
り
、
八

日
は
寒
露
で
秋
と
な
り
、
二
十

四
日
は
霜
降
り
と
な
り
秋
本
番
。

　

こ
ん
な
時
、
思
う
こ
と
は
、

先
々
月
は
暑
い
暑
い
の
日
が
続

き
、
熱
中
症
対
策
に
水
、
水
、

水
で
あ
っ
た
。
こ
れ
が
、
九
月

に
な
る
と
、
台
風
十
八
号
が
知

多
半
島
に
上
陸！
と
TV
で
ガ
ン

ガ
ン
。
で
も
、
そ
ん
な
気
遣
い

と
は
別
に
、
こ
の
辺
り
は
風
は

さ
程
で
も
な
く
、
青
空
が
見
え

て
い
て
、
私
は
い
つ
の
間
に
か

居
眠
り
。目
覚
め
て
、水
槽
の
魚

は
大
丈
夫
か
な
ど
見
に
行
け
ば
、

「
腹
へ
っ
た
ー
。。餌
ち
ょ
う
だ

い
」と
ば
か
り
、水
槽
の
上
部
片

隅
へ
群
が
っ
て
く
る（
写
真
②
）

　

水
槽
の
魚
達
は
、

知
多
半
島
、
中
部
、

北
部
の
川
の
魚
。

「
川
の
生
物
調
査
」

や
、「
何
が
す
ん
で

い
る
か
な
」
な
ど

の
採
集
会
に
参
加

し
採
っ
た
魚
た
ち
。

　

き
れ
い
に
な
る

ぞ
、
可
愛
い
ナ
！

と
思
っ
た
魚
た
ち

を
頂
い
た
も
の
。

　

き
れ
い
に
な
る

の
は
、
雌
の
産
卵

期
に
雄
の
体
色
が

赤
、
青
、
ピ
ン
ク
、

黄
色
な
ど
に
彩
ら
れ
る
こ
と
で
、

婚
姻
色
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

　

美
し
い
の
は
、
オ
イ
カ
ワ
、

カ
ワ
ム
ツ
、ヤ
リ
タ
ナ
ゴ
、タ
イ

リ
ク
バ
ラ
タ
ナ
ゴ
な
ど
で
あ
る

が
、フ
ナ
の
よ
う
な
形
か
ら
、知

ら
な
い
人
が
水
槽
に
泳
ぐ
美
し

い
魚
を
見
る
と
、「
熱
帯
魚
を
飼

っ
て
い
る
ん
で
す
か
」
と
聞
か

れ
た
こ
と
も
あ
る
し
、
も
う
ウ

ン
十
年
も
前
に
な
る
が
、
中
学

二
年
の
一
人
が
「
う
ち
の
近
く

の
川
に
イ
ロ
ブ
ナ
が
い
る
ぞ
」

と
教
え
て
く
れ
、
早
速
同
行
し

て
採
っ
て
見
れ
ば
、
ヤ
リ
タ
ナ

ゴ
で
あ
っ
た
こ
と
な
ど
、
な
つ

か
し
い
記
憶
と
な
っ
て
い
る
。

　

何
れ
に
し
て
も
、
水
槽
の
魚

は
美
し
く
可
愛
い
け
れ
ど
、
暑

い
夏
の
日
差
し
が
三
日
も
続
け

ば
、
水
槽
の
水
は
緑
色
に
な
っ

て
し
ま
い
、
水
替
え
が
大
変
。

折
角
の
美
し
い
魚
が
、
見
え
な

く
な
っ
て
し
ま
う
の
は
残
念
。

　

加
え
て
注
意
す
る
こ
と
は
、

オ
イ
カ
ワ
な
ど
、
清
流
の
魚
は

家
ま
で
一
時
間
も
か
か
る
と
死

ん
じ
ゃ
っ
た
り
、
小
さ
い
魚
は

テ
ナ
ガ
エ
ビ
と
一
緒
に
し
て
お

く
と
、
胴
体
チ
ョ
キ
ン
に
注
意
。

知
多
の
動
植
物
雑
記（
三
一
四
）

原　
　
　
　

穣

知
多
の
動
植
物
雑
記（
三
一
四
）

原　
　
　
　

穣

知
多
の
動
植
物
雑
記（
三
一
三
）

原　
　
　
　

穣

知
多
の
動
植
物
雑
記（
三
二
五
）

原　
　
　
　

穣

馴れて可愛い、川の魚たち

　ハワイ諸島最南端のハワイ島で、観光客の方を島の大自然の中へご案内
する、ネイチャー・ガイドの仕事をしていた私ですが、ツアーの最中には
珍しい動物にも遭遇します。
　例えば4,205m のマウナケア山へ向かうサドル・ロードと言う道では頻
繁にフクロウを見かけます。これがハワイ語で「プエオ」と呼ばれるフクロ
ウです。ハワイの固有種。つまり初めからハワイにいた貴重な鳥です。フ
クロウと聞くと夜行性と思いがちですが、このプエオは昼間も活動するた
め、比較的容易に目にすることが出来るのです。
　フクロウはハワイでもラッキー・バードとされています。ツアー中、こ
の鳥の姿を目にした瞬間、私は車を停めてお客様に写真撮影をお勧めしま
す。あわせて帰国したら宝くじを買うこともお勧めしています。
　マウナケア山ツアーの帰り道、日が落ちてから現れる動物が野豚です。
英語では「ワイルドピッグ」と呼ばれています。彼らの怖いところは走って
いる車をものともしないことです。ヘッドライトも何も関係ありません。
走る車の前を平気で走り去って行きます。白状しますが、私は過去2回撥
ねてしまいました。（私のガイド仲間には、ラッキー・バードの「プエオ」を
轢いた不届き者もいます。彼が50歳を過ぎても未だ独身なのはおそらく
ラッキーから見放されたのでしょう。）
　実はこの「ワイルドピッグ」。ハワイ島では一時、急激に増加し、それと
同時に地元の田畑が荒らされるなどの被害が続出するようになりました。
いよいよ何とかしなければならないと言うことでハワイ島の行政が下した
行動は、＂満月の夜だけ狩りをしても良い＂というものでした。ワイルドピッ
グは満月の夜に活発な行動を起こすからです。
　「ムーンライト・ハンティング」と名づけられた、とても野豚を狩るとは
思えないカッコイイ名前がついたこの狩りで、使用して良い武器はナイフ
だけ。後はロープなどで彼らを仕留めるのです。
　ある満月の夜、マウナケアのツアーが終了し、私が麓のガソリンスタン
ドで給油をしていると、1台のピックアップトラックが山から下りてきま
した。荷台には足を縛られた大きなワイルドピッグ。150センチはあるで
しょう。初めて見る大きさでした。
　深夜だと言うのにいつのまにかトラックの周りには近隣のローカルが集
まり、ドライバーと思しき男性の大収穫を讃えています。私も恐る恐る近
づき彼に聞いてみました。「これ、どうするの？」。屈強なドライバーの男
性は＂お前、何をバカなことを聞くのだ＂ と言わんばかりの顔をしながら答
えてくれました。「もちろん、食べるさ！」

島旅回廊 ～ハワイ島の生物・山編～

半田空の科学館・半田市体育館　館長　池田　昇

プ　エ　オワイルドピッグ

（５）　平成27年10月１日



山本百
も え

笑（8ヶ月）　　常滑市かじま台 鈴木玲
れ お

欧（3才）　琉
り ゅ う と

翔（8ヶ月）　武豊町北中根

中
日

あかい新聞店　武豊店☎0569-72-0356　常滑店☎0569-35-2861お申し込み先

ドラゴンズファンクラブ
2016年会員募集中！

中学卒業以上 1万円1万円

ナゴヤドーム・一塁側内野A

ナゴヤ球場・２軍公式戦

ナゴヤドーム・オープン戦

ユニホーム＋キャップ

（ペアか２試合）

（２試合）

（平日１試合）

レギュラーコース
中学卒業以上 3,900円3,900円

ナゴヤドーム・パノラマ

ナゴヤ球場・２軍公式戦

ナゴヤドーム・オープン戦

■チケット

ユニホーム■グッズ

（ペアか２試合。もしくは横浜スタジアム）

（２試合）

（平日１試合）

ジュニアコース
中学生以下

ナゴヤドーム・パノラマ

ナゴヤ球場・
２軍公式戦全試合無料
ナゴヤドーム・オープン戦

■チケット

キャップ■グッズ

（ペアか２試合。もしくは横浜スタジアム）

（平日１試合）

3,500円3,500円

先着

2000人限
定

ゴールドコース

募集期間 9/1火▶11/10火

第    回３

平成27年11月７日土

めざせ！！ 知多半島マスター！！

試験日時

半田商工会議所３階大会議室試験会場

500円検定料金

9月25日～10月31日申込期間

（受付 9:30　試験 10:00）

（半田市銀座本町1-1-1）

※こども検定は無料です

阿久比町・半田市・常滑市・武
豊町・美浜町・南知多町にお
住まいの小学生以上の方な
ら、どなたでもご参加頂けま
す。また、こども検定は小学生
対象検定です。

参加資格

主催：中日新聞知多南支部青年会0120 - 297-100

初級 中級 上級 こども

知多半島中日新聞 検定

平成27年10月１日　（６）第 326 号


